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1. そでは被服構成上美し さと機 能の両面 におい て重

要な役割を持つものである。特にゆるみの少ない そでは

着用者の腕によ くそい，しかも機能的でなければならな

い。その ため２枚そでやタイトな１枚そでは，腕の形 に

適合す るようまっすぐでな く,｡上腰部 と前腰部に角度を

つ けて構成 されてい る。しかしその 曲げ角度は各式製図

法によって異なり，しかもその角 度の根拠は明らかでな

い。腕 の形や角度についての研究は文献にも見当 たらな

い ので，私達は まずこ の点 を追求し，美し さと機能の両

面 から満足し得 るそでの構成方法 を見い だし たい と考 え

た。

2. 腕の形 につい ては短 大生83 名を対 象に腕 を側面 か

ら写真撮影し ，肩峰 点より垂 直に下 した線 に対し て腕 の

曲がり角 を計測 。次 に現在多 く用い られている数種の製

図 法により，一 定寸 法で製図し たものについて肘 点にお

ける曲がり角 度を計測。さらに被 検者中より計測 結果 の

平 均値に近い 人物と，製図上 の曲がり角度 に近い形態 の

腕の人物につい てそでを製作し，これを人 台に着 せた場

合 と，被検者が着用した場合を写真により比 較 検 討 し

た。

3. 写真計測による腕の曲がり角度には非常 に個人差

があることが分った。実物製作し たものを人台に着せた

時は製図どおり中心線がまっすぐ垂下するそでも，着用

者 の腕の形に合わない時は線が曲がることが明らか とな

り， また１枚そで より2 枚そででは腕の形によく合 うこ

とが認 められた。


